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民
生
委
員
に
つ
い
て

子
供
の
貧
困
対
策

に
つ
い
て

令
和
４
年
11
月
に
改
選
の
民
生
委
員
に

つ
い
て
、
村
内
の
委
員
の
定
数
、
い
な

い
地
域
は
ど
う
す
る
の
か
、
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

質答

福
祉
課
長
（
石
川
　司
）

　
一
斉
改
選
期
前
の
５
月
に
村
長
、
社
協
事

務
局
長
、
私
と
地
域
福
祉
係
の
職
員
と
各
公

民
館
の
区
長
へ
推
薦
依
頼
の
お
願
い
を
し
、

退
任
が
想
定
さ
れ
る
行
政
区
に
は
新
任
の
民

生
委
員
を
推
薦
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し

ま
し
た
。
本
来
、
村
の
定
数
は
20
名
、
不
在

の
行
政
区
は
、
恩
納
区
２
名
、
南
恩
納
区
２

名
、
仲
泊
区
２
名
、
山
田
区
１
名
、
真
栄
田

区
１
名
、
児
童
委
員
１
名
、
計
９
名
が
欠
け

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
不
在
地
域
の
区
長
と

情
報
を
共
有
し
人
選
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
時
避
難
場
所
に
つ
い
て

仲
泊
の
避
難
場
所
は
、
村
道
よ
り
４
０

０
メ
ー
ト
ル
入
っ
た
道
沿
い
に
あ
り
幼

小
学
生
が
避
難
す
る
に
は
車
の
往
来
で
危
険

が
伴
い
ま
す
。
津
波
が
き
た
ら
い
ち
早
く
高

台
へ
と
思
う
と
、
学
校
向
か
い
の
通
称
学
校

山
グ
ァ
ー
を
利
用
し
て
子
供
達
の
避
難
道
路

を
作
っ
て
も
ら
え
な
い
の
か
、
当
局
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

質答

総
務
課
長
（
山
城
　雅
人
）

　
災
害
が
発
生
、
津
波
警
報
等
が
発
令
さ
れ

た
ら
高
い
場
所
へ
速
や
か
に
避
難
す
る
必
要

性
か
ら
、
通
称
学
校
山
グ
ヮ
ー
は
、
児
童
及

び
地
域
の
皆
様
の
津
波
警
報
発
令
時
の
高
台

避
難
路
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
同
用
地
等

は
、
村
有
地
、
民
有
地
を
含
む
地
籍
、
県
の

保
安
林
指
定
等
が
あ
り
、
許
可
等
の
事
務
確

認
を
行
い
な
が
ら
避
難
経
路
の
事
業
を
推
進

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

校
門
に
あ
る

学
校
銘
板
に
つ
い
て

校
門
の
学
校
銘
板
は
、
併
置
校
の
ま
ま

残
し
て
お
く
の
か
、
当
局
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

質答

学
校
教
育
課
長
（
仲
村
　泰
弘
）

　
う
ん
な
中
学
校
が
開
校
し
各
中
学
校
の
銘

板
は
役
目
を
終
え
て
い
ま
す
が
、
恩
納
小
学

校
は
銘
板
の
横
に
記
念
プ
レ
ー
ト
を
設
置
、

安
富
祖
小
学
校
は
銘
板
を
移
動
し
て
設
置
、

喜
瀬
武
原
、
仲
泊
、
山
田
の
３
校
は
そ
の
ま

ま
の
状
態
で
残
っ
て
い
る
の
で
、
日
付
等
を

入
れ
た
記
念
プ
レ
ー
ト
を
銘
板
の
横
に
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

対
応
検
討
を
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

質答

学
校
教
育
課
長
（
仲
村
　泰
弘
）

　
小
中
校
に
お
け
る
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品

常
設
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
、
ト
イ
レ
へ
の
常
設
を
４
校
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
村
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
、
子
供
の
貧
困
対
策
支
援
員
の
配
置

は
。

質答

福
祉
課
長
（
石
川
　司
）

　
子
供
の
貧
困
対
策
支
援
員
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
出
向
い
て
子
供
の
貧
困
状
況
を
把
握

し
、
学
校
や
関
連
機
関
と
情
報
を
共
有
し
て

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
実
際
に
支
援
が
必
要
な
子
供
に
寄
り

添
っ
て
支
援
を
行
う
な
ど
、
重
要
な
役
割
を

果
た
す
仕
事
で
あ
り
ま
す
。
村
で
は
子
供
の

貧
困
対
策
支
援
員
と
し
て
、
小
学
校
、
中
学

校
へ
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
、

平
成
29
年
度
か
ら
継
続
的
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
健
康

（
虫
歯
）
に
つ
い
て

虫
歯
を
放
置
す
る
こ
と
で
、
脳
の
動
き

や
集
中
力
が
低
下
な
ど
を
も
た
ら
す
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
取
組
状
況
は
。

質答

学
校
教
育
課
長
（
仲
村
　泰
弘
）

　
村
内
の
小
学
校
４
校
、
中
学
校
に
お
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
、
４
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
、
歯
科
検
診
実
施
。
小
学
校
で
虫
歯
の
あ

る
児
童
は
２
０
１
名
。
中
学
校
で
１
０
８
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
虫
歯
に
関
す
る
学
校
の

取
組
と
し
て
、
食
後
の
歯
磨
き
や
う
が
い
の

指
導
、
歯
科
検
診
後
の
治
療
状
況
の
把
握
、

未
受
診
者
の
受
診
勧
告
、
虫
歯
の
予
防
対
策

に
努
め
、
治
療
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
つ
き

ま
し
て
、
本
年
４
月
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

医
療
機
関
で
の
支
払
い
不
要
の
現
物
給
付
で

助
成
が
受
け
ら
れ
、
未
受
診
者
へ
の
受
診
の

呼
び
か
け
を
学
校
と
連
携
し
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

夜
間
、
横
断
者
が
見
え
づ
ら
く
大
変
危

険
な
た
め
、
街
灯
設
置
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
が
、
当
局
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

質

答

建
設
課
長
（
屋
良
　朝
也
）

　
名
嘉
真
区
・
安
富
祖
区
に
関
し
て
は
、
バ

イ
パ
ス
が
な
い
と
い
う
事
も
あ
り
ま
し
て
、

交
通
量
も
多
く
、
そ
し
て
ま
た
夜
間
が
、
街

灯
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
大
変
危
険
な
箇
所

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
国
道
58
号
は
、
北
部

国
道
事
務
所
が
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

村
と
し
て
は
、
地
元
か
ら
の
聞
き
取
り
も

や
っ
て
、
現
場
調
査
な
ど
も
行
っ
て
、
北
部

国
道
事
務
所
へ
の
街
灯
設
置
の
要
請
を
行

な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
供
の
居
場
所
支
援
、
拠
点
型
子
供
の

居
場
所
の
整
備
、
若
年
妊
産
婦
の
居
場

所
の
整
備
等
は
。

質答

福
祉
課
長
（
石
川
　司
）

　
子
供
の
居
場
所
支
援
、
拠
点
型
子
供
の
居

場
所
の
整
備
、
若
年
妊
産
婦
の
居
場
所
の
整

備
は
、
村
に
お
い
て
も
実
情
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
関
係
機
関
と
分
野
横
断
的
に
調
査
、
協

議
、
調
整
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
貧
困
対
策
を
ど
の
よ
う
に
推
奨

し
て
い
く
か
村
長
の
お
考
え
を
伺
い
た

い
。

質答

村
長
（
長
浜
　善
巳
）

　
沖
縄
県
の
貧
困
率
２
９
，
９
％
と
、
全
国

の
約
２
倍
で
、
３
人
に
１
人
が
貧
困
の
状
況

に
あ
る
と
調
査
結
果
が
出
ま
し
た
。
こ
の
調

査
結
果
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
す
る
前
の
調
査
結
果
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
当
時
と
現
在
の
社
会
情
勢
を
見
る
と
、

貧
困
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
は
、
計
り
知
れ

な
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
経

済
支
援
を
始
め
、
担
当
課
の
強
化
を
図
り
、

子
供
の
貧
困
対
策
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題

な
ど
、
家
庭
内
に
お
け
る
複
合
的
課
題
を
分

野
横
断
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
中
か
ら
委
員
を
探
す
の
は
容
易

な
事
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
委
員

は
、
時
間
や
経
済
的
に
も
あ
る
程
度
余
裕
が

あ
り
、
委
員
の
仕
事
に
理
解
が
必
要
だ
と
思

う
か
ら
で
す
。
例
え
ば
役
場
の
O
Ｂ
の
方
が

適
任
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
役
場
職
員
や

公
人
の
皆
さ
ん
は
、
退
職
後
は
自
か
ら
進
ん

で
地
域
に
貢
献
す
る
人
材
に
な
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

提

学
校
の
近
く
に
避
難
路
が
で
き
る
と
親

御
さ
ん
達
も
安
心
す
る
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
早
急
に
課
題
に
取
り
組
み
、
避
難
道

が
実
現
す
る
様
願
っ
て
い
ま
す
。

提

小
中
の
対
応
に
つ
い
て
は
分
り
ま
し

た
。
女
性
の
立
場
か
ら
地
域
の
公
共
施

設
や
観
光
施
設
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
置
い
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
る
事
で
、
恩
納

村
の
好
感
度
も
上
が
る
と
思
う
の
で
御
検
討

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

提

大城 節子
議 員

新城 哲
議 員

伊
武
部
ロ
ー
ソ
ン
前
、

国
道
58
号
横
断
歩
道
へ
の

街
灯
設
置
に
つ
い
て

伊武部ローソン前横断歩道
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